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論    文    の    要    旨 
 本論文は、近現代日本語において、名詞から新たに生じた助数詞の成立と定着の過程、および、それ
らに関わる諸要因を歴史的言語変化の観点から記述しようとするものである。 
 本論文は、以下の全 8章から構成される。 
序章  研究の背景および目的と意義 
第 1章 日本語助数詞の定義と用法成立の認定基準 
第 2章 助数詞「-店」の成立と定着 
第 3章 助数詞「-店」の現代語における意味 
第 4章 助数詞「-試合」の成立と定着 
第 5章 助数詞「-試合」の現代語における意味 
第 6章 言語変化としての助数詞化 
終章  研究の課題および展望 
序章では、問題の所在、先行研究の議論、課題を整理した上で、本論文の目的と意義が述べられた後、
本研究で使用される言語データについての詳細が説明される。 









 第 2 章ではまず、名詞「店（たな／みせ）」から助数詞「-店（てん）」への変化を、新聞記事等のデ
ータを基に記述する。ここでは、名詞「店（たな／みせ）」（第 1 段階、1875 年以前）が、接尾辞「店














（複合名詞、第 1段階）等が、[シングル N][六＋試合 N or Q]（同格構造、第 2段階）という解釈を経て、

















 終章で本論の考察をまとめ、残された課題と研究の展望について述べる。  





























 平成 27年 1月 16日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、
本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全
員一致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は、博士（言語学）の学位を受けるに十分な
資格を有するものと認める。 
 
 
 
